
別記様式１

㎡

電話番号

備考１　上記報告の内容については、養殖業の振興に資することなどを目的に、集計した結果を
      公表します。
　　２　「開始予定時期」は、初めて受精卵又は稚魚を入れる時期を記入すること。
　　３　「排水時の処理状況」には、物理的ろ過、生物ろ過等の排水の処理方法を記入すること。

全ての養殖池の総面積及び総体積 トン

農林水産大臣　殿

住所

氏名
〔法人にあっては、名称及び代表

者の氏名〕

養殖場の所在地

取水先

養殖池数

１日当たり排水量 トン

届出養殖業の開始届出書

日年 ○ 月 ○○

(　　）　　　－

申請者

　届出養殖業を行いたいので、内水面漁業の振興に関する法律第28条第１項の規定により、届け出ます。

養殖場の名称

記

養殖する水産動植物の種類

下水・河川（○○川）・海洋（○○湾）・用水路
・その他（　　　　　）

トン

河川（○○川）・海洋（○○湾）・
水道水（そのまま使用・人工海水として使用）

・地下海水・その他（　　　　　）

排水先

（令和５年４月以前から届出養殖業
を営んでいる場合）

前年（４月から３月まで）の生産量

開始予定時期

停電時における補助電源の
確保の有無

無　・　有（○○日分）

排水時の処理状況

株式会社 ○○
代表取締役 ○○ ○○

（例）第１養殖場

○○県○○市１－２

２面

314

業務上通常使用している名称を記載すること。
※特に名称を付けていない場合は、（例）に
ならい識別できるような名称を記載する。

複数の地番にわたる場合等は、代表地の住所を記載する。

※ この届出を受
け付けた後、農林
水産大臣から養殖
場ごとに番号を通
知するので、適切
に保管すること。
※ 次ページ以降
の書類の「養殖場
の届出番号」欄に
は、その通知され
た届出番号を記載
すること。

○○県○○市○○１－１

○○○ ○○○ ○○○○

1,600

ヒラメ

養殖業の開始
（初回の池入
れ）の30日前
までに養殖場が
所在する都道府
県に届け出るこ
と。
※令和５年４月
１日時点で既に
養殖業を営んで
いる者について
は、令和５年６
月30日までに
届け出ること。

200

0.5

物理的ろ過、紫外線殺菌を行った後、水道水で希釈した上で
排水

①開始届出書



別記様式２

備考　変更事項の欄には、別記様式１に掲げる事項のうち、変更した事項を記載すること。

変更後

養殖場の届出番号 ―　　　　　　　　　　―

変更事項

変更前

変更の理由

　　届出養殖業の届出事項に変更がありましたので、内水面漁業の振興に関する法律第28条第２項の規

記

変更があった年月日 　　　　年　　　　　月　　　　　日

農林水産大臣　殿

申請者

住所
〔法人にあっては、主たる事務所

の所在地〕

氏名
〔法人にあっては、名称及び代表

者の氏名〕

電話番号 (　　）　　　－

　定により、届け出ます。

届出養殖業の届出事項の変更届出書

○ 年 ○ 月 ○ 日

○○県○○市○○１－１

○○○ ○○○ ○○○○

○○ ○○○○○○○ ○○○

令和○ ○ ○

（例：養殖場の移転の場合）
養殖場の名称、所在地、面数、総面積

（例：養殖場の移転の場合）
第１養殖場
○○県○○市１－２
３面
200㎡

（例：養殖場の移転の場合）
第４養殖場
△△県△△市１－１
２面
180㎡

変更前と変更後で養殖場の所
在する都道府県が異なる場合、
変更届出書は変更前の都道府
県に提出すること。
※その後の実績報告等は、変
更後の都道府県に提出する。

変更の日から概ね２週間以内
に届け出ること。

株式会社 ○○
代表取締役 ○○ ○○

（例：養殖場の移転の場合）
養殖場の移転のため。

②変更届出書



別記様式３

廃止の理由

　　届出養殖業を廃止したので、内水面漁業の振興に関する法律第28条第３項の規定により、届け出ま

記

廃止年月日 　　　　年　　　　　月　　　　　日

養殖場の届出番号 ―　　　　　　　　　　―

　す。

備考　廃止の理由は、合併、経営譲渡、廃止後の当該事業についての承継先等について、具体的
　　に記述すること。

農林水産大臣　殿

申請者

住所
〔法人にあっては、主たる事務所

の所在地〕

氏名
〔法人にあっては、名称及び代表

者の氏名〕

電話番号 (　　）　　　－

届出養殖業の廃止届出書

○ 年 ○ 月 ○ 日

※休業の場合には廃止届出書は提出し
ないこと（実績報告書の実績を「０」
と記載して提出する。）。

○○県○○市○○１－１

○○○ ○○○ ○○○○

○○ ○○○○○○○ ○○○

廃止の日から概ね２週間
以内に届け出ること。

（例）
事業を譲渡したため
譲渡先：株式会社 △△水産

△△県△△市２－２
代表取締役 △△ △△

譲渡年月日：令和○年○月○日

事業譲渡・合併・分割等、事業は継続す
るが届出者の法人格に変更がある場合は、
変更届出ではなく廃止届出＋相続等の特
例届出で事業を承継すること。

株式会社 ○○
代表取締役 ○○ ○○

令和○ ○ ○

③廃止届出書



別記様式４

承継の原因 ア　全部譲受け　　 　イ　相続、合併又は分割

養殖場の届出番号 ―　　　　　　　　　　―

備考１　届出の原因は、内水面漁業の振興に関する法律第28条第１項の届出に係る養殖業の全部を
　　　譲り受けた場合にはアに、届出養殖業者の相続、合併又は分割の場合にはイに○を付すこ
　　　と。
　　２　届出の原因となる事実を証する書面を添付すること。

承継に係る養殖場の名称、その所在
地及びその面積

　で、内水面漁業の振興に関する法律施行規則第19条の規定により、届け出ます。

記

承継の年月日 　　　　年　　　　　月　　　　　日

被承継者の氏名及び住所
（法人にあっては、名称、代表
者の氏名及び主たる事務所の所

在地）

　　届出養殖業者から内水面漁業の振興に関する法律第28条第１項の届出に係る養殖業の全部を譲り受

　け、又は届出養殖業者の死亡若しくは合併若しくは分割により届出養殖業に係る養殖業を継承したの

農林水産大臣　殿

申請者

住所
〔法人にあっては、主たる事務所

の所在地〕

氏名
〔法人にあっては、名称及び代表

者の氏名〕

電話番号 (　　）　　　－

届出養殖業者の相続人等の特例に関する届出書

令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日

○○県○○市○○１－１
株式会社 ○○
代表取締役 ○○ ○○

○○○ ○○○ ○○○○

○○ ○○○○○○○ ○○○

承継前の届出番号を記載すること。

令和○ ○ ○

・事業譲渡、合併、分割の場合には、契約書の写し等合併等を証する書類
・相続の場合には、遺産分割の協議書等相続を証する書類

承継した日から
30日以内に提出
すること。

△△県△△市△△２－２

株式会社 △△水産
代表取締役 △△ △△

どちらかに○を付すこと。

相続の場合は、相続開始の日を記
載する。

株式会社 ○○
○○県○○市○○１－１ 200㎡

④相続等の特例届出書



⑤実績報告書
別記様式５

１．養殖の用に供した種苗の種類別の量

kg kg kg kg kg

粒 尾 尾 尾 尾

kg kg kg kg kg

尾 尾 尾 尾 尾

kg kg kg kg kg

尾 尾 尾 個 尾

kg kg kg kg kg

尾 尾 尾 尾 尾

kg kg kg kg kg

尾 尾 尾 尾 尾

２．養殖の実績

０歳 kg kg kg kg kg

１歳 kg kg kg kg kg

２歳 kg kg kg kg kg

３歳 kg kg kg kg kg

合計 kg kg kg kg kg

４月 kg kg kg kg kg

５月 kg kg kg kg kg

６月 kg kg kg kg kg

７月 kg kg kg kg kg

８月 kg kg kg kg kg

９月 kg kg kg kg kg

１０月 kg kg kg kg kg

１１月 kg kg kg kg kg

１２月 kg kg kg kg kg

１月 kg kg kg kg kg

２月 kg kg kg kg kg

３月 kg kg kg kg kg

合計 kg kg kg kg kg

４月 千円 千円 千円 千円 千円

５月 千円 千円 千円 千円 千円

６月 千円 千円 千円 千円 千円

７月 千円 千円 千円 千円 千円

８月 千円 千円 千円 千円 千円

９月 千円 千円 千円 千円 千円

１０月 千円 千円 千円 千円 千円

１１月 千円 千円 千円 千円 千円

１２月 千円 千円 千円 千円 千円

１月 千円 千円 千円 千円 千円

２月 千円 千円 千円 千円 千円

３月 千円 千円 千円 千円 千円

合計 千円 千円 千円 千円 千円

０歳 kg kg kg kg kg

１歳 kg kg kg kg kg

２歳 kg kg kg kg kg

３歳 kg kg kg kg kg

合計 kg kg kg kg kg

　　４ 数量については、水産動植物の原形重量を記載すること。

（例）：貝類（かき類、ほたてがい、その他の貝類養殖）は、殻付き重量を記載すること。
　　　　海藻類（のり類、こんぶ類、わかめ類、その他の海藻類）は、生重量を記載すること。

上記報告の内容については、養殖業の振興に資することなどを目的に、集計した結果を公表します。備考１

　　２

　　３ 　については、実績に応じて、行、列の追加をすること。

「前年度に導入した種苗（受精卵を含む）の量」については、尾数又は個数に代えることができる。
ただし、その場合においては、１尾当たりの平均重量を記載すること。

令和〇年　〇月　〇日

令和５年４月１日　から
令和６年３月31日　まで

(役職）（氏名）〇〇〇〇

(〇〇〇〇）〇〇 － 〇〇〇〇

○○県○○市○○１－１

株式会社○○　代表取締役○○　○○

○○県○○市○○１－１

〇〇―〇〇〇〇〇〇〇―〇〇〇

報告年月日

報告対象期間

報告書取扱責任者

電話番号

〇〇〇

住所

氏名

主たる養殖場の
所在地

養殖場の届出番号

0 0 0 0

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇

前年度
へい死数量

（kg）

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇

0 0 0 0

〇〇〇

〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇

381,500

前年度
出荷金額
（千円）

〇〇〇 〇〇〇

365,000 1,300 11,300 3,900

前年度
出荷数量
（kg）

〇〇〇

31,200

30,000 100 800 300 31,200

30,000 100 800 300

38,200

30,000 100 800 300 31,200

35,000 200 2,500 500

31,200

30,000 100 800 400 31,300

30,000 100 800 300

31,200

30,000 100 800 300 31,200

30,000 100 800 300

31,200

30,000 100 800 300 31,200

30,000 100 800 300

31,200

30,000 100 800 300 31,200

30,000 100 800 300

369,000 1,200 13,000 3,000 386,200

2,0002,000

800 7,000 1,000 278,800

90,000 300 4,000

2,000 15,000 10,000 127,000

合計

前年度末
（３月31日）

時点
在庫数量

(kg)

9,000 100 2,000 11,100

魚種名（標準和名） トラウト トラフグ ヒラメ キタムラサキウニ

94,300

270,000

合計
0 20 150 200 370

100,000

200

0

0

0

・・・

200

10,000 10,000
２歳

170

100,000 2,000 15,000 117,000

0

届出養殖業の実績報告書
農林水産大臣　殿

合計

前年度に導入
した種苗（受
精卵を含む）
の量及び尾数

０歳
20 150

魚種名（標準和名） ニジマス トラフグ ヒラメ キタムラサキウニ

１歳

養殖場ごとに報告養殖場ごとに報告

法人にあっては、主た
る事務所の所在地

法人にあっては、名称
及び代表者の氏名

必要に応じて、記載する列を追加

必要に応じて、記載す
る行を追加

数量は原形重量（貝類
は殻付き重量、海藻類
は生（湿）重量）を記
載


